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名和高司
(Nawa, Takashi)

 東京大学法学部卒、ハーバード・ビジネス・スクール修士（ベーカースカラー授与）。三菱商事の機械（東京、
ニューヨーク）に約１０年間勤務。

 マッキンゼーのディレクターとして、約20年間、コンサルティングに従事。自動車・製造業分野におけるアジア
地域ヘッド、デジタル分野における日本支社ヘッドを歴任。日本、アジア、アメリカなどを舞台に、多様な業界
において、次世代成長戦略、全社構造改革などのプロジェクトに幅広く従事。

 2010年6月より、一橋大学ビジネス・スクール特任教授に就任。2016年より同校客員教授に就任。2014年よ
り、30社近くの日本企業の次世代リーダーを交えたＣＳＶフォーラムを主催。

 2021年4月より、京都先端科学大学客員教授に就任。同校においては、「経営戦略」「アントレプレナーシップ」
「イノベーション」 「デジタルトランスフォーメーション戦略」「CSV戦略」「グローバル戦略」「企業変革」を担当。

 2019年４月より、消費者庁「消費者志向経営優良事例選考委員会」座長。

 デンソー（～2019年6月）、ファーストリテイリング（～２０２２年１１月）、味の素、SOMPOホールディングス、
NECキャピタルソリューションズ、朝日新聞社（いずれも現在も）の社外取締役、ボストン・コンサルティング・グ
ループ（～2016年12月）、アクセンチュア、インターブランドなどのシニアアドバイザー（いずれも現在も）を兼
任。

 IPR（Industry Process Redesign）という手法を提唱し、METIと共同で、6産業の業界構造変革の道筋とその
経済効果を発表。多様な業界において、業界再編・異業種共創を提唱し、複数のM&A、アライアンス案件を支
援。

 顧客価値を高めつつ、提供コストを徹底的に切り詰める「スマート・リーン」イノベーションを次世代成長を駆動
するモデルとして提唱。企業における実践を支援する組織として「株式会社ジェネシスパートナーズ」を設立し、
その代表取締役に就任。日本やアジアを代表するグローバル企業の次世代成長を支援。

 「パーパス経営」 「CSV経営戦略」 「稲盛と永守」「シュンペーター」 「経営改革大全～企業を壊す100の誤解」
「企業変革の教科書」「成長企業の法則」「コンサルを超える問題解決と価値創造の全技法」「学習優位の経
営」「失われた20年の100社の勝ち組企業100社の成功法則～X経営の時代」「日本企業をグローバル勝者に
する経営戦略の授業」「日本人が誤解するSDGｓの本質」 など著書多数



新SDGｓ
～資本主義（Capitalism）から志本主義（Purposism）へ
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Sustainability

GlobalsDigital
志

（パーパス）

D（デジタル）から
X(トランスフォーメー
ション）へ

ボーダーレスから
ボーダーフル（Geo-
Economics）へ

規定演技（１７枚）から
自由演技（１８枚目）へ

＜x年：２０５０年＞

＜ｙ年：２０４5年＞ ＜ｚ年：２０４9年＞

共通
価値
（CSV)

共通
理念
（共感）

共通
基盤

（Platform)*

出典：名和高司（日経新聞経済教室 5.13.2020）



資本主義（キャピタリズム）から志本主義（パーパシズム）へ

ライフシフト顧客市場

人財市場

金融市場

ワークシフト

マネーシフト
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ＩⅢ

Ⅳ

マテリアリティ分析

会社にとっての重要度

Ⅱ

社
会
社
会
に
と
っ
て
の
重
要
度
海
外

お客様の未来を強くする
WaaS（Wellbing as a Service)



事例:仙北谷

カイシャの未来

御社もパーパスつくりませんか？ 達人と挑戦してみた
2021年11月29日
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パーパス経営の進め方

実施事項 8 9 10 11 12 1

事前準備

パーパスワークショップ

最終案の設定

社内共有セッション

HP作成

対外コミュニケーション作成

社内発表

対外発表・メディア対応

顧客訪問

9.1 9.10 9.27



＜顧客・顧客の顧客にとって＞

当社の2050年（30年後）の「ありたい姿」（夢、志）v3

＜社員にとって＞

安全・快適

夢 スゴイ

信頼

圧倒的存在感

製造業の相談役

社長コメント

MAZIME

誇り

スキルアップ

安心

幸福感

コミュニケーション

憧れ 感動

地域貢献

エコロジー

宇宙品質

下町技術

ものづくりエンターテイナー

宇宙技術

共生 社会性・公共性 継続性安心

メンバー追加

教育・育成

安全

達成感

モノづくりの楽しさ クラフト（手作り）

公平 働きやすさ

働きがい

考える力・独創性・豊かなアイディア

子供への教育

安全・快適

仲良く・輪を大切に

暮らしを支える

職人芸

ワクワク

宇宙と試作（品質とスピード）
WK2コメント

組織、手作り

＜地球にとって＞

感謝＋誠実＝笑顔

【感謝】
豊かに
感動
信用
【誠実】
徳を身につける
安心感
学ぶ
【笑顔】
楽しみながら
輪
成長



パーパス完成版
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プ
ラ
ス
面

マ
イ
ナ
ス
面

短期 長期

コスト↓ リスク↓

売上↑ 無形資産↑

パーパスからプロフィットへ
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1. 経営モデル



やる気と生産性の関係

11 11

出典：ベイン・アンド・カンパニー （President Online 2017.10.31）



受賞企業 要件
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●人財輩出性
若いうちからどこでも活躍できる人材を育て、
その人材が社内で活躍していること
●本業主観正義性
自社なりの、社会や業界に対する問題意識を持ち、
かつ企業が一丸となってその想いをかたちにしようとしてい
ること
●収益性
事業の本来の役割として、一定以上の収益性を
継続的に担保していること

名和 高司 氏（一橋ビジネススクール 客員教授）
渋澤 健 氏（コモンズ投信株式会社 取締役会長）
藤沢 久美 氏（シンクタンク・ソフィアバンク代表）
越智 通勝 氏（一般財団法人 エン人材教育財団 理事長）

キャリアセレクタビリティ賞

審査員



外部との連携性

地域社会、行政、専門性のある団体等

消費者の行動変
容

事業の継続性

消費者 事業者

消費者把握
独自性・革新

性 コミットメント
・現場力

双方向コミュニケーション

共創・協働する

社会価値の創出

社会価値 地方創生

法令遵守・コーポレートガバナンス

定義： 「消費者」と「共創・協働」して「社会価値」に
資する経営

目標： 持続可能な社会に貢献する

ＳＤＧｓ

1
3

消費者庁：消費者志向（サステナブル）経営

＜2020年度＞

受賞企業

＜2021年度＞



融知（Collective  Brain）型ネットワーク組織への進化
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☛ Innovation @Edges* (ゆらぎ→つなぎ→ずらし)

* よそ者、わか者、ばか者

☛ Inclusion & Diversity

２. 組織モデル

規模・範囲の経済

ス
キ
ル
・
ス
ピ
ー
ド
の
経
済

High

Low
Low High

創発型
（DACO）

ベンチャー型 中央集権型

自律分散型
(DAO)



スパイク（とんがり）

スケール（規模）

ルーティン

クリエーティビティ

インテグレーション

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

クリエイティブ・ルーティン
～「たくみ」から「しくみ」へ

クリエーティブ
ルーティン

トレード・オフ

(n＝ )∞

たくみ
(n=1)

しくみ
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「両利きの経営」を超えて～Dual OS Organization



時間軸上の「両利き」～遠近複眼経営
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長 期

中 期

短 期

• コミットメントとリスク許容度を設定
する広範かつ具体的な戦略

• 投資やリスク判断を変更する際の
関門となる具体的なマーケット指標

• 優先順位や特定のアクションを決
定するためのフレームワーク

• 特定市場の学習と迅速な軌道修正
を可能にする、拡張性・柔軟性があ
るプラットフォーム

• オペレーションのニーズに合わせ
段階的に構築

努力のスケール

• 盤石かつ、十分なスコープをカバー
したアクションリスト (当初、優先順
位は決定するが、その後再考)

• 戦略の方向性に合わせて最大ス
ピードで次々にアクション実行

迅速なプロト
タイピング

ビジョンによる
リーダーシップ

事業プラット
フォーム

オペレーション
ロードマップ

戦略的方向性



【Q1】御社には明確なパーパス（企業の存在意義）や
パーパス・ステートメントが明文化されていますか？

【Q2】パーパス経営を行う上で抱えている課題を教えてください

74%

16%

7%

3%

はい

いいえ

わからない

その他

22%

32%

8%

23%

12%

3%

顧客ロイヤリティ（CX、CS）向上

ブランド価値、レピュテーション向上

優秀な人材の採用の促進

従業員体験価値（EX、ES）向上

イノベーティブな製品・サービス開発の加速

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

DIAMONDハーバード・ビジネス・レビューマネジメントフォーラム＜WEBセミナー＞

未来を問い直すパーパス経営の実践 5/25/2021  (n=299)
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%13

%40

%25

%14

8%

【Q3】パーパス経営の実践によって、どのような企業価値が生まれると思われますか？

経営陣のコミットメントがなく、 実

態が伴っていない

従業員への浸透が進まない

パーパスの定義が難しい

パーパス実現のための投資ができていない

その他

３. 実践モデル



新Ｍ字カーブ
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活性度

３０～４５歳

２０～２５歳
５０～６０歳

年齢



パーパスワークショップ

テーマ1
「顧客」「顧客の顧

客」にとって

テーマ3
「社会（コミュニ
ティ）」「地球
（未来のこどもた
ち）」にとって

テーマ2
「社員」にとって
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コアバリュー
（核となる強さ）

ブランド及び
社会インパクト
評価の高い課題

ブランド及び
社会インパクト
評価は低いが、
当社としてこだわり
たい課題

2050年を見据え、
追加したい課題



Purpose One-on-One

出典：日経ビジネス（2021.11.15）



SOMPO伝

22



パーパス経営の3条件と2指標

出典：Newspicks 名和高司「社員のエンゲージメントの向上でほんとうに企業価値が向上するのか？」（ 6.30.2021）
68



Ⅰ.「ありたい姿」（志・Purpose)

・わくわく
・ならでは
・できる

DXからMX（マネジメント・トランスフォーメーション）へ

パフォーマンス

これまで これから

時間

MTP*

自社(現状)

* Massive Transformative Purpose（北極星）

• Speed/Scaleの欠如
（「やってるつもり」病）

• Thousand Flowers（「POC」病）
• トップ・現場、各機能間の
「つなぎ」の弱さ（「出島」病）

Ⅱ.自社の「クセ」（課題：Problems）
Ⅲ．変革の方向性(脱学習・Pivot)

• Innovation @edges
• ミドルを核としたメビウス運動
• Scalingのためのアルゴリズム
（クリエーティブ・ルーティン）の
埋め込み
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